
 

 

大会規則及び選手注意事項 
 

 

この大会は、令和 7年度（財）日本陸上競技連盟規則と本大会の要項及び大会申し合わせ事項による。 

  

１．招集方法 

① 招集は競技者係（競技場外）にて、競技開始 30分前に開始し、競技開始 20分前に終了とする。 

   競技者係でチェックを受けた後、各自で競技場所に移動する。 

② 招集に遅れた選手は棄権したものとみなす。 

③ リレー競技は、４人揃い競技者係で招集した後、各スタート地点へ移動する。 

   招集は競技開始 30分前に開始し、競技開始 20分前に終了とする。 

④ リレーのオーダー用紙は招集開始の 1時間前までに、競技者係へ提出すること。 

 

２．競技方法 

  ① トラック競技のコース順は、プログラム記載通りに行う。 

  ② フィールド競技の試技順は上から下に行う。フィールド競技の試技数は３回とする。 

  ③ トラック競技とフィールド競技に同時に出場するものはトラック競技を優先するので必ずフィールド競 

       技審判員に連絡し、トラック競技終了後、直ちにフィールド競技場に戻ること。また、招集の際、２種 

       目出場のことをはっきり申し出ること。 

  ④ 競技に使用する用器具は、すべて競技場備え付けのものを使用する。 

  ⑤ 出場者が少数の場合は、プログラムを変更して競技を行うことがある。 

  ⑥大会の進行が早くなった場合、選手の準備が完了次第、タイムテーブルよりも早く競技を始めることがある。 

 

３．アスリートビブス（ナンバーカード） 

    ① アスリートビブス（ナンバーカード）は各自で用意し、各学校で割り当てられた番号をはっきり大きく書く。 

胸にと背に四スミをしっかりつけて出場すること。ただし、走高跳の場合はどちらか一方でよい。 

    ② トラック種目では、写真判定器使用のため、レーンナンバーカードを右腰部に着けること。 

  ③ 腰ナンバーは、事前に世田谷区陸上競技協会の HPよりスタートリストを確認し、各校で作成すること。 

  

４．表彰 

  ① 各対校種目１～３位の入賞者にメダルを授与する。 

  ② 各対校種目１～８位の入賞者に賞状を授与する。 

 

５. 競技場使用の注意 

    ① 貴重品や衣類の管理は各自で行い、盗難防止に努める。 

    ② ゴミ類は各自持ち帰る。 

    ③ トイレは清潔に使用する。 

    ④ ビン・カン類の持ち込みは禁止する。自動販売機の回収箱には一般ゴミは入れないこと。 

 

６．その他 

    ① 競技中に事故が発生した場合、応急処置は行うが、その後は各自の責任において処置を行う。 

  ② 体育館の軒下（ドライエリア）は使用しないこと。 

  ③ 希望者には記録証を一部 200円にて発行する。本部に申し出ること。 

  ④ ADカードは事前にメールで配信されたものを各校で印刷し、保護者は ADカードを入場時に提示すること。 

  ⑤ 生徒の写真、動画の撮影は禁止とする。（都中体連主催大会を踏襲） 

 


